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航空写真（朝日平和台地区）
共済病院

鎌倉女子大学

朝日平和台地区

桂町
公田小学校入口

横浜環状南線

上郷公田線
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首都圏の道路ネットワーク

横浜環状南線

阿見東～稲敷間
H21.3.21開通

佐原～馬掘海岸間
H21.3.20開通
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横浜環状南線･上郷公田線の概要
※※ イメージイメージですです

都市計画道路　上郷公田線　約都市計画道路　上郷公田線　約3.23.2kmkm

東日本高速道路㈱東日本高速道路㈱担当区間担当区間

（横浜工事事務所）（横浜工事事務所）（横浜国道事務所）（横浜国道事務所）

国土交通省担当区間国土交通省担当区間

横浜環状南線　（首都圏中央連絡自動車道）　約横浜環状南線　（首都圏中央連絡自動車道）　約8.98.9kmkm

（横浜（横浜市市））

※JCT（ジャンクション）・IC（インターチェンジ）などの名称は仮称です｡

朝日平和台朝日平和台

JRJR本郷台駅本郷台駅

イトーヨーカドーイトーヨーカドー
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公田IC周辺の計画について

上総層群上総層群

沖積層沖積層

上郷公田線

横浜環状南線

釜利谷方面釜利谷方面

戸塚方面戸塚方面

公田インターチェンジ公田インターチェンジ公田トンネル公田トンネル

本郷台駅方面本郷台駅方面

釜利谷方面釜利谷方面

戸塚方面戸塚方面 公田ト
ンネル

公田ト
ンネル

桂
町
桂
町
ト
ン
ネ
ル

ト
ン
ネ
ル

公
田
換
気
所

公
田
換
気
所

６車線数

54,000～55,100計画交通量（台／日）

８０設計速度（ｋｍ／ｈ）

横浜環状南線の道路規格
公田インターチェンジの断面イメージ

※イメージです※イメージです。ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ･ﾄﾝﾈﾙ･換気所の名称は、仮称です。。ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ･ﾄﾝﾈﾙ･換気所の名称は、仮称です。

土かぶり＝土かぶり＝
２～１７ｍ２～１７ｍ

桂町トンネルの断面イメージ

公田インターチェンジ公田インターチェンジ

朝日平和台朝日平和台

公田トンネルの断面イメージ



5

公田IC付近の断面図

側道歩道 歩道側道

上郷公田線上郷公田線

※※ イメージイメージですです



6

【CG】戸塚側から釜利谷方面を望む

上郷公田線

（神戸橋交差点方面）

上郷公田線

（桂町交差点方面）

※イメージ図は実際と異なる場合があります。

　また、遮音壁等の附帯施設は省略してあります。

※※ イメージイメージですです
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縦断図・横断図（公田地区）

桂台団地

公田ハイツ

湘南ハイツ

縦断図

横断図
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大気汚染
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全国の大気の状況（１）
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全国の大気の状況（２）
ＮＯ２   年平均値の推移
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供用中路線の濃度

二酸化窒素（ＮＯ２）測定値（９８％値）

0
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0.04

0.05
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0.07

0.08

横横道路 横横道路 横横道路 横浜新道 東京外環 常磐道

濃度（ppm）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

交通量（万台／日）

和光～和光北

(91,045台/日)

狩場～別所

(63,720台/日)

堀口能見台～並木

(25,424台/日)

釜利谷～堀口能見台

(29,270台/日)

峰岡～星川

(108,214台/日)

柏～谷和原

(81,360台/日)

※Ｈ１９年度のデータ
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（外      環）
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（外      環）
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周辺の大気の状況（１）

横浜市内自排局（ＮＯ２　９８％値）
0.04
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Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19（年度）

(ppm) 鶴見区下末吉小学校 西区浅間下交差点

磯子区滝頭 戸塚区矢沢交差点

港南中学校 旭区都岡小学校

青葉台 環境都築工場前

横環南周辺一般局（ＮＯ２  ９８％値）
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Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19（年度）

(ppm) 金沢区長浜 戸塚区汲沢小学校

港南区野庭中学校 栄区上郷小学校

鎌倉市役所 藤沢市役所

自動車ＮＯｘ法施行

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法施行
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周辺の大気の状況（２）

横環南周辺一般局（SPM　２％除外値）
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(mg/m3) 金沢区長浜 戸塚区汲沢小学校

港南区野庭中学校 栄区上郷小学校

鎌倉市役所 藤沢市役所

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法施行

横浜市内自排局（SPM　２％除外値）
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磯子区滝頭 戸塚区矢沢交差点

港南中学校 旭区都岡小学校

青葉台 環境都築工場前
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自動車排出ガス規制の推移

自動車の排出ガス規制は順次強化されている

・Ｈ１７規制値（新長期規制）

　①ガソリン車：Ｓ４８規制値の約５％まで低減

　②ディーゼル車：ＮＯｘはＳ４８規制値の約２０％ま　
　　で、ＳＰＭはＨ６規制値の約５％まで低減

出展；国土交通省道路局資料
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自動車排出ガス規制の強化

○Ｈ１７（２００５）の日本の排出ガス規制は　
　世界一厳しい基準

○Ｈ２１（２００９）には日本はさらに厳しい　　
　排出ガス規制を実施

出展；国土交通省道路局資料
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低燃費・低排出ガス車

・燃料の種類を問わず自動車排出ガスの低排
出性（クリーン度）を、性能面から示す技術的指
標に適合していることを認定する制度です。

・平成１７年排出ガス基準に対し、有害物質を７５％
以上低減させた自動車に貼付されています。

・一般消費者の選択を通じて燃費性能の高い自
動車の普及を促進するため、自動車の燃費声望
を公表し、車体表示を実施する制度です。

・平成１７年燃費基準を２０％以上上回る自動車
に貼付されています。

・低燃費・低排出ガス車には自動車クリーン税制が適用されます。



19

低公害車の普及状況

出展；国土交通省道路局資料
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自動車からの大気汚染物質

・窒素酸化物（ＮＯＸ）

・粒子状物質（ＰＭ）　

・一酸化炭素（ＣＯ）

・炭化水素（ＨＣ）

・鉛化合物

・窒素酸化物（ＮＯＸ）

　　一酸化窒素（ＮＯ）：９０％、二酸化窒素（ＮＯ２）：１０％

　　　　→ＮＯが空気中のオゾン（Ｏ３）と反応しＮＯ２を生成　

ＮＯ

オゾン

Ｏ3

ＮＯ2

Ｏ2

Ｏ2

　Ｏ3

紫外線

ｈν

ＮＯ2が濃縮されたり，
蓄積されることはない
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環境基準

• 環境基準 カンキョウキジュン
【英】Environmental Quality Standard

• 環境基本法（1993）第16条
政府が定める環境保全行政上の目標
人の健康を保護し、及び、生活環境を保全する
上で維持されることが望ましい基準

• 基準は，

常に適切な科学的判断により、必要な改定
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大気に係る環境基準

１時間値の１日平均値が

0.10mg/m3以下であり、

かつ、１時間値が

0.20mg/m3以下であること

１時間値の１日平均値が

0.04ppmから0.06ppm
までのゾーン内

又はそれ以下であること。

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）二酸化窒素（ＮＯ２）
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ＰＰＭとは

物質の濃度を表す単位で１ｐｐｍ（ｐａｒｔｓ ｐｅｒ ｍｉｌｌｉｏｎ）
とは百万分の１のことです。

100cm

100cm

100cm

1cm3
１ｐｐｍとは空気1m3中に対象と
する気体が1cm3存在する濃度
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大気汚染の評価方法【NO2の場合】

日平均値を低い方から並べ，98％目（358/365番目）の
値（日平均値の98％値）と環境基準値とを比較
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平面図

予測断面

公田換気所
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気象状況（公田地区）

【風向風速状況図】

調査期間　：　平成７年１２月５日～平成８年１２月４日

年間　2.1%

冬季 2.1%

秋季　3.2%

夏季　1.3%

春季　1.9%

静穏率
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予測結果（１）　道路からの寄与

二酸化窒素（NO2）年平均値
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※道路寄与濃度：横環南+上郷公田線



28

予測結果（２）

二酸化窒素（NO2）98%値
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環境調査箇所

たいら台公園

公田ハイツ前
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環境調査結果（大気①）

公田ハイツ前 ； １時間値による年平均値

たいら台公園 ； カプセル月平均値による年平均値

上郷小 ； 月平均値（速報）による年平均値

調査期間；平成20年6月1日

　　　　　～平成21年5月31日

年平均値（ＳＰＭ）
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環境調査結果（大気②）

調査期間；平成20年6月1日～平成21年5月31日

ＮＯ２　９８％値
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大気汚染物質（NOx）濃度の距離減衰

• 環境施設帯の効果
0.08⇒0.025（実測値）

環
境
施
設
帯
幅
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公田換気所の役割

上り線

下り線
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換気所のファン

圏央道　青梅換気所

東京湾アクアライン　風の塔
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換気所の役割

換気所なし
（トンネル坑口イメージ）

換気所あり

（上方拡散なし）

換気所あり

（上方拡散あり）
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換気所と排煙塔の違い

換気所煙突口
NOx：0.214ppm（公田）
NOx：0.253ppm（笠間）

最大着地点濃度
NOx：0.00005ppm
NO2：0.00002ppm（公田）
NOx：0.00036ppm
NO2：0.00019ppm（笠間）

大気汚染防止法に
基づく排出基準(NOx)
250～700ppm

消音装置
ファン
集塵装置

廃棄物焼却炉換気所



37

換気塔からの拡散（１）
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換気塔からの拡散（２）

桂台中
学校

(
6
1
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公田小学校
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【夜間最大排出量時（５-６時）】
平均上昇高さ；換気所頂部から１９７ｍ
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騒　音
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騒音規制（乗用車の場合）
加速走行騒音
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25

50

63

100

0 25 50 75 100

H10,11年

S57年

S54年

S52年

S46年

(84dB)
(82dB)
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(78dB)

(76dB)

定常走行騒音

100

63

0 25 50 75 100

H10,11年

S46年

(74dB)

(72dB)

近接排気騒音

20

100

0 25 50 75 100

H10,11年

S46年

(103dB)

(96dB)

※規制値を音のエネルギーに換算し、初期規制値を100とした。
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騒音に係る環境基準について

基　準　値
地域の区分

５５デシベル以下

夜　間昼　間

６０デシベル以下
Ａ類型のうち２車線以上の車線を有する
道路に面する地域

〇道路に面する地域

基準値

６５デシベル以下

夜　間

　７０デシベル以下

昼　間

〇幹線交通を担う道路に近接する空間

（注）昼　間：午前６時から午後１０時まで

　　　夜　間：午後１０時から翌日の午前６時まで
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騒音の評価方法

ＬＡｅｑ Ｔ・・・・・実測時間Ｔにおけるエネルギー平均レベル

昼間（6-22時）
夜間（22-6時）
それぞれの平均的な騒音レベル
（＝等価騒音レベル）

この値と環境基準値とを比較

dB(A)

70

50

30

実測時間（Ｔ）t1 t2

LLAeqAeqTT

時間

LL5050TT
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騒音対策

遮音壁
3+3Rm

遮音壁
3m

遮音壁
5m
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46

41 41

45
48

44 43
47

40

50

60

70

80

90

昼間 夜間 昼間 夜間

1.2m

4.2m

65

騒音予測結果（公田地区）
環境影響の照査結果

用地境界 20m位置

70

60
55

（注）昼間：午前６時から午後１０時まで
　　　夜間：午後１０時から翌日の午前６時まで

90

80

70

60

50

40

dB(A)
大声による独唱
騒々しい工場の中

地下鉄の車内

騒々しい事務所の中

静かな乗用車
普通の会話

静かな事務所

市内の深夜、図書館

55

Ａ類型のうち２車線以上
の車線を有する道路に
面する地域の環境基準

幹線交通を担う道路
に近接する空間の
環境基準



45

環境調査結果（騒音）

公田ハイツ前

等価騒音レベル（LAeq）

50

44

30

40

50

60

70

昼間 夜間

dB(A)

環境基準

調査日

平成20年10月21日～22日
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振　動
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振動に係る要請限度について

基　準　値
地域の区分

６０デシベル以下

夜　間昼　間

６５デシベル以下第一種区域

〇振動規制法に基づく道路交通振動の限度

（注）昼　間：午前８時から午後７時まで

　　　夜　間：午後７時から翌日の午前８時まで
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振動の評価方法

測定値を低い方から並べて、上下１０％を
除いた８０％の範囲のなかで、一番高い値
（９０番目）を８０％レンジの上端値といい、
これと振動規制法に基づく道路交通振動
の限度を比較します。

測定値を値の
小さい方から
高い方へ並べる

最高値
（１００番目）

最低値
（１番目）

８０％レンジの
上端値（Ｌ１０）
；９０番目

（測定値が１００個の場合）

１０番目

（８０％） 大

小

中央公害対策審議会騒音振動専門部
会の答申の「振動による健康障害はもと
より日常生活にも支障を与えない」という
考え方を基本とし、「大部分の地域住民
が日常生活において支障がない程度」と
しています。



49

振動予測結果

30

40
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60

70

昼間 夜間

65

60
家屋が揺れ、戸・障子がガタガタと
鳴動、電灯が揺れる

室内の動揺が激しく、すわりの悪い
花びんは倒れ、歩行者でも感ずる

大勢の人に感ずる程度
戸・障子がわずかに動く程度

人体に感じない

静止している人や特に地震に
注意深い人にだけ感じる

85

95
(dB)

震
度
３

震
度
４

55

65

75

震
度
０
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度
１

震
度
２

45
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環境調査結果（振動）

公田ハイツ前

振動レベル（Ｌ10）

28

21

0
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40

50

60

70

昼間 夜間

dB

要請限度

調査日

平成20年10月21日～22日
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供用路線の実測結果

家屋が揺れ、戸・障子がガタガタと
鳴動、電灯が揺れる

室内の動揺が激しく、すわりの悪い
花びんは倒れ、歩行者でも感ずる

大勢の人に感ずる程度
戸・障子がわずかに動く程度

人体に感じない

静止している人や特に地震に
注意深い人にだけ感じる

85

95
(dB)

震
度
３

震
度
４

55

65

75

震
度
０

震
度
１

震
度
２

45 調査位置

調査地点 調査路線 Ｌ１０の最大値

大和トンネル
東名高速道路
（横浜ＩＣ～厚木ＩＣ）

44 dB

勧永トンネル
横浜横須賀道路
（別所ＩＣ～日野ＩＣ）

42 dB

伊勢原トンネル
常磐自動車道
（三郷ＩＣ～柏ＩＣ）

42 dB
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道路が完成したら
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道路が完成したら（圏央道）
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道路が完成したら（横浜横須賀道路）
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地盤および地下水の

現況について
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公田トンネル地質縦断図

Oc Ac

Oc-w

Oc

Oc-w

Oc

1.7×10-5

5.4×10-4

-0.48

-4.55

-1.35

1.8×10-4

3.0×10-6
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-6.89

80080kN/㎡

6.09×10-3

-8.20

2568kN/㎡
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3220kN/㎡

3011kN/㎡

2562kN/㎡

2972kN/㎡

3700kN/㎡
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65.1kN/㎡

34.5kN/㎡
65.1kN/㎡
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H=23.58m
H14-10(STA.38+36.4 R68.4)

dep=12.48m

Ｎ値

Ｎ値

Ｎ値

Ｎ値

Ｎ値

Ｎ値

 dep=23.37m
H=16.83m

Ｎ値

 dep=23.37m
H=16.83m

Ｎ値

Ｎ値

Oc-w
Ｎ値

448.2MN/㎡
130.2MN/㎡

398.3MN/㎡

324.6MN/㎡

203.8MN/㎡

1768～2523kN/㎡
3036～3247kN/㎡

1762～2323kN/㎡

2487～2810kN/㎡

2415～2426kN/㎡

2882～3141kN/㎡

7.4×10
-4

7.4×10-4

-1.55
-1.15

237.8MN/㎡

記号 層相・岩層

粘性土・砂質土

粘性土 Ａc 粘性土

粘性土 Ａc1-U シルト

粘性土 Ａｐ 腐植土

粘性土 Ａc1-L シルト

砂質土 Ａs1 細砂

粘性土 Ａc2 シルト

砂質土 Ａs2 細砂

洪積層 粘性土 Ｎc 硬質粘土

Ｏc-w 風化泥岩

Ｏc 泥岩

地質時代

上総層群

大船層

地層名

第

四

紀

沖積層

埋　土

上総層群

大船層

更

新

世

完

新

世

新

生

代

地　質　凡　例

Ｔs
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地質等の現状について

公田トンネルの周辺地盤
　　

　・粘性土　　　　軟弱なシルトを主体とし、柏尾川流域の沖積低

　　　　　　　　地では厚く分布する。
　

　・風化泥岩　　　黄褐色系を呈し、亀裂も多く所によっては粘土

　　　　　　　　化が進んでいる。

　・泥岩　　　　　暗灰色系を呈し、概ね均質である。一部に浮石

　　　　　　　　を挟在する。

　　

　　　

風化泥岩の露出箇所
（朝日平和台入口部）

泥岩の露出箇所
（公田地区内）



58

公田トンネルの地質平面図
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トンネル工事について
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地表面沈下対策工法（補助工法の概要）
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類似工事例　横浜横須賀道路　長浜トンネル

（施工時期：平成４年３月～平成７年１０月）
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長浜トンネル上部の土地利用状況

<Ⅰ期線の状況><住宅側から望む>
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シールド工法

• シールド工法は、トンネル掘削中の漏水を防ぎ、地下水
位低下に起因する圧密沈下を抑制することを主な目的と
した工法です。

円筒形状の鋼製筒（シールド機）の面盤を回転させ、土を
削り進みながら、シールド掘削機械の後ろでセグメント（コ
ンクリート製など）というブロックを円形に組み立てながら
掘削します。
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施工①
・シールド機の中で組立てたセグメントにジャッキを押付け、ジャッキを伸ばすことで前進します。

・ジャッキが伸びきるとジャッキを戻し、また、セグメントを組み立てるという一連の作業を繰り返
し行い、掘進します。

セグメント
ジャッキ

セグメント
ジャッキ

シールドマシン
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シールドマシン

施工②

・シールド機のプレートとセグメントの間に隙間ができるため、注入材で即時に充填することで、
周辺環境（地盤沈下）の影響を防ぎます。
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東京湾アクアライン海底トンネル
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東京湾アクアライン海底トンネル
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計測管理
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補償について

• 施工段階の調査、切羽（トンネル掘削面）の状況、計測工
の結果を施工に反映させ、周辺環境への影響を最小限
にし、安全性を確保します。

• 万が一、トンネル施工中に地盤沈下等による家屋被害が
発生した場合、工事との因果関係を調査し、調査結果か
らトンネル工事が原因と確認された場合は、事業者が責
任をもって補償します。
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事前調査の範囲について

• 標準的な調査範囲は、トンネルから45度の角度で上げた
範囲。

• 詳細には、地形，地質等の状況を勘案して決定します。

45度

事前調査の範囲
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保護層の基本的な考え方

• 保護層とは、地下構造物（トンネル）を保護するために
必要となる周辺地盤の範囲を示します。

• 上下部保護層5.0m、側部保護層0.5m
 

構造物 

保護層範囲 

保
護
層
範
囲

地表面

保護層

（0.5m） 

保
護
層

（5
.
0
m

）

構 

造 

物 

保
護
層 

（5
.
0
m

） 

保護層

（0.5m） 


